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天皇機関説排撃運動の地域的展開（一）
　神奈川県の国家主義団体の動向を中心に
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昭
和
十
年
に
発
生
し
た
天
皇
機
関
説
問
題
は
、
単
に
天
皇
機
関
説
と
呼
ば
れ

る
憲
法
学
説
や
そ
れ
を
主
唱
し
た
美
濃
部
達
吉
ら
憲
法
学
者
に
対
す
る
批
判
と

い
う
段
階
に
と
ど
ま
ら
ず
、
重
臣
排
撃
、
倒
閣
運
動
ひ
い
て
は
国
家
改
造
運
動

に
展
開
し
よ
う
と
す
る
国
家
主
義
団
体
や
軍
部
、
さ
ら
に
野
党
の
政
友
会
な
ど

（

１

）

の
思
惑
が
加
わ
り
、
極
め
て
政
治
的
な
事
件
で
「
合
法
無
血
の
ク
ー
デ
タ
ー
」

と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
宮
沢
俊
義
『
天
皇
機

（

２

）

関
説
事
件
』
を
は
じ
め
今
日
ま
で
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
が
摘
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
国
体
明
徴
声
明
」
を
め
ぐ
る
政

府
と
軍
部
の
駆
け
引
き
、
軍
部
内
で
の
対
立
、
天
皇
機
関
説
排
撃
勢
力
内
部
で

の
対
立
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
天
皇
機
関
説
と
は
、
国
家
法
人
説
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
国

家
を
法
人
と
み
な
し
、
天
皇
は
そ
の
最
高
機
関
で
あ
る
と
い
う
憲
法
学
説
で
、

天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
の
地
域
的
展
開
（
一
）

【
研
究
ノ
ー
ト
】

神
奈
川
県
の
国
家
主
義
団
体
の
動
向
を
中
心
に

|’

寺

崎

弘

康

「
明
治
期
に
は
官
僚
内
閣
の
、
大
正
期
・
昭
和
初
年
に
は
政
党
内
閣
の
そ
れ
ぞ

れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
政
治
的
機
能
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
事

実
上
国
家
支
配
者
層
の
間
で
は
公
認
正
統
の
学
説
と
し
て
の
地
位
を
保
有
し
て

（

３

）

い
た
」
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
九
年
頃
か
ら
民
間
の
国
家
主
義
者
か
ら

天
皇
機
関
説
と
そ
の
学
説
を
と
る
憲
法
学
者
へ
の
批
判
が
顕
在
化
し
、
昭
和
十

年
二
月
十
八
日
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
菊
池
武
夫
貴
族
院
議
員
の
質
疑
と
、
同

月
二
十
五
日
の
美
濃
部
の
．
身
上
の
弁
明
」
以
後
に
そ
の
攻
撃
が
本
格
的
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
が
発
生
し
た
原
因
と

し
て
は
、
昭
和
恐
慌
後
の
社
会
混
乱
や
満
州
事
変
の
勃
発
と
い
う
情
勢
の
な
か

で
激
化
し
て
き
た
労
働
運
動
や
農
民
運
動
、
社
会
主
義
運
動
な
ど
の
民
衆
運
動

に
対
す
る
国
家
主
義
者
の
危
機
感
が
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
美
濃
部
な
ど
の
天

皇
機
関
説
学
者
は
、
自
由
主
義
、
民
主
主
義
の
「
宣
伝
者
」
で
あ
り
、
共
産
党

事
件
、
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
な
ど
の
「
思
想
的
根
本
的
責
任
者
」
と
し
て
映

り
、
こ
の
よ
う
な
「
大
権
干
犯
国
憲
素
乱
思
想
家
」
の
処
分
を
要
求
し
た
の
で

（

４

）

あ
る
。
ま
た
軍
部
も
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
を
め
ぐ
る
統
帥
権
干
犯
問
題
で
、
美

濃
部
が
統
帥
権
に
違
反
し
な
い
と
論
じ
た
こ
と
に
反
発
を
強
め
て
い
た
た
め
美

濃
部
批
判
と
そ
の
学
説
排
撃
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
を
構
成
す
る
勢
力
の
動
向
に
つ
い
て
、

と
り
わ
け
軍
部
と
政
府
と
の
関
係
や
、
在
郷
軍
人
会
と
右
翼
、
国
家
主
義
団
体

の
本
部
活
動
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

事
件
に
対
す
る
一
般
民
衆
の
反
応
や
運
動
へ
の
関
与
と
い
う
点
は
、
ほ
と
ん
ど

分
析
さ
れ
て
は
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
昭
和
前
期
の
日
本
社
会
の
タ
ー
’
一
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天
皇
機
関
説
事
件
発
生
以
前
の
神
奈
川
県
に
お
け
る
国
家
主
義
団
体
の
勢
力

（

６

）

と
、
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
神
奈
川
県
の
特
高
は
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

ブ
（
》
○

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
こ
の
事
件
が
ど
の
よ
う
に
地
域
社
会
に
影
響
を

与
え
た
の
か
と
い
う
点
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
動
向
を
探
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
所
蔵
の
「
神
奈

（

５

）

川
県
特
高
関
係
史
料
」
を
も
と
に
神
奈
川
に
お
け
る
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
の

動
向
を
、
在
郷
軍
人
会
、
国
家
主
義
者
、
青
年
団
、
婦
人
会
の
活
動
を
と
お
し

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
そ
の
最
初
に
国
家
主
義
団
体
の
活
動
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

曽
テ
社
会
民
主
主
義
乃
至
社
会
主
義
流
行
時
代
二
於
ケ
ル
県
下
ノ
国
家

主
義
運
動
ハ
僅
カ
ニ
関
東
国
粋
会
支
部
其
他
二
、
三
ノ
反
動
団
体
ニ
依

り
国
粋
保
存
主
義
運
動
ノ
形
骸
ヲ
止
ム
ル
｜
一
過
ギ
ズ
シ
テ
全
ク
組
織
的

国
家
主
義
運
動
又
ハ
国
家
社
会
主
義
運
動
皆
無
ノ
状
態
ナ
リ
シ
ガ
偶
々

昭
和
六
年
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
ノ
飽
和
時
代
二
於
ケ
ル
満
州
事
変
ノ
突

発
ハ
国
内
二
急
転
的
愛
国
運
動
ノ
発
展
ヲ
招
来
シ
所
謂
新
日
本
建
設
ノ

国
家
主
義
運
動
ハ
恰
モ
瞭
原
ノ
火
ノ
如
キ
勢
ヲ
以
テ
申
張
。
（
中
略
）
・

運
動
ハ
概
ネ
合
法
運
動
ノ
範
囲
二
属
ス
ル
モ
ー
部
急
進
分
子
二
於
テ
ハ

Ⅱ

す
な
わ
ち
満
州
事
変
以
前
に
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
社
会
思
潮
に
よ
っ
て

停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
国
家
主
義
運
動
が
、
満
州
事
変
を
契
機
に
し
て

息
を
吹
き
か
え
し
急
速
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
部
に
は
過
激
な
手
段

を
と
る
団
体
も
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
昭
和
十
年
の
天

皇
機
関
説
事
件
発
生
当
時
に
お
け
る
神
奈
川
県
内
の
国
家
主
義
団
体
の
勢
力
に

つ
い
て
も
、
特
高
課
の
調
査
で
は
正
式
団
体
七
二
、
会
員
数
一
七
、
二
七
九
人
、

準
備
会
二
二
団
体
を
数
え
、
そ
の
他
農
本
主
義
団
体
や
右
翼
的
労
働
団
体
、
国

家
主
義
研
究
団
体
も
含
め
る
と
結
成
団
体
九
二
、
会
員
一
八
、
五
八
二
人
、
準

（

８

）

備
会
二
八
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
お
も
な
国
家
主
義
団
体
は
後
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
顕
著
な
活
動
を
展
開
し
た
の
が
、
愛
国
政
治
同
盟
、
明

倫
会
昭
和
神
聖
会
、
政
党
解
消
連
盟
、
天
照
義
団
、
国
民
協
会
な
ど
の
各
支
部

と
、
こ
れ
ら
の
連
合
体
で
あ
る
横
浜
愛
国
団
体
懇
話
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
家
主
義
団
体
の
天
皇
機
関
説
事
件
ま
で
の
活
動
内
容
は
、
①

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
の
破
棄
、
②
メ
ー
デ
ー
排
撃
、
③
市
政
糾
弾
、
④
フ
ォ
ー

ド
会
社
拡
張
反
対
、
⑤
血
盟
団
被
告
救
援
運
動
を
目
的
に
、
各
団
体
の
単
独
行

動
や
横
浜
愛
国
団
体
懇
話
会
な
ど
の
連
合
体
と
し
て
の
活
動
が
み
ら
れ
た
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
集
会
や
講
演
会
の
開
催
、
決
議
文
や
撤
文
の
関
係
者
へ
の
送

付
、
あ
る
い
は
ビ
ラ
や
印
刷
物
の
配
布
な
ど
概
ね
合
法
的
な
運
動
の
段
階
に
あ
っ

暴
力
的
革
命
手
段
ニ
依
り
国
家
改
造
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
保

シ
難
ク
全
面
的
右
翼
戦
線
ノ
拡
大
二
伴
ナ
ヒ
警
察
取
締
上
一
段
ノ
濃
度

（

７

）

ヲ
加
フ
ル
ノ
要
ア
リ

－48－



た
の
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
十
年
に
入
る
と
、
前
年
以
来
の
フ
ォ
ー
ド
会
社
拡

張
反
対
運
動
の
ほ
か
に
、
井
伊
掃
部
頭
銅
像
撤
回
運
動
と
天
皇
機
関
説
排
撃
運

（

９

）

動
が
新
た
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
は
全
国
各
地
で
一
斉
に
展
開
し
た
が
、
と
り
わ
け
神

奈
川
は
東
京
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
前
述
の
と
お
り
国
家
主
義
団
体

の
地
方
支
部
が
多
く
結
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
東
京
の
本
部
か
ら
の
指
導

や
幹
部
の
来
県
な
ど
が
可
能
な
条
件
が
揃
っ
て
お
り
、
排
撃
運
動
の
高
揚
が
予

想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
神
奈
川
県
に
於
け
る
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
の
特
徴
と
し
て
、
特
高
課

（

皿

）

は
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

行
動
ヲ
採
リ
タ
ル
コ
ト
ナ
キ
県
下
ノ
青
年
団
在
郷
軍
人
神
職
会
ノ
ー
部

力
機
関
説
排
撃
ノ
運
動
ヲ
開
始
ス
ル
ニ
至
リ
シ
コ
ト
’
一
シ
テ
即
チ
橘
樹

郡
連
合
青
年
団
及
同
郡
在
郷
郡
人
分
会
等
ハ
本
件
二
関
ス
ル
決
議
ヲ
為

シ
更
二
亦
横
浜
在
郷
將
校
分
団
ハ
臨
時
総
会
二
於
テ
又
在
郷
將
校
団
県

連
合
分
団
ハ
其
総
会
等
二
於
テ
本
問
題
取
扱
二
関
シ
議
論
沸
騰
シ
之
等

各
団
体
ノ
統
制
モ
今
後
益
々
至
難
ノ
傾
向
力
観
取
セ
ラ
ル
、
状
況
ナ
リ

国
家
主
義
運
動
中
特
一
一
注
目
ス
ヘ
キ
傾
向
ハ
従
来
思
想
運
動
二
積
極
的

Ⅲ

従
来
積
極
的
な
運
動
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
青
年
団
、
在
郷
軍
人
会
、
神

職
会
な
ど
が
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
に
関
与
し
は
じ
め
た
こ
と
、
在
郷
軍
人
内

で
の
事
件
対
応
を
め
ぐ
る
混
乱
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
ぎ
に
具
体
的
な
活
動
の
検
討
に
う
つ
ろ
う
。
同
じ
く
特
高
課
の
報
告
書
に

（

皿

）

よ
れ
ば
、
次
の
七
団
体
の
活
動
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
イ
）
横
浜
愛
国
団
体
懇
話
会

標
記
団
体
ニ
ア
リ
テ
ハ
三
月
二
十
日
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
’
一
於
テ
鶴
島
三
郎
園
田

静
夫
佐
々
木
武
雄
外
九
名
出
席
美
濃
部
博
士
憲
法
学
説
ヲ
討
議
シ
タ
ル

結
果
同
説
ハ
我
国
体
ノ
尊
厳
ヲ
冒
涜
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
兇
逆
不
暹
断
ト

シ
テ
許
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ナ
シ
徹
底
的
撲
滅
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
’
一
協
議
一
決

シ
声
明
書
起
草
委
員
及
実
行
委
員
ヲ
決
定
シ
タ
ル
カ
翌
日
鶴
島
三
郎
巻

地
豊
ノ
両
名
ハ
本
庁
内
記
者
倶
楽
部
ヲ
訪
問
該
声
明
書
ヲ
発
表
シ
タ
ル

カ
同
月
二
十
六
日
懇
話
会
代
表
者
鶴
島
三
郎
佐
々
木
武
雄
園
田
静
夫
上

条
勝
ノ
四
名
ハ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
’
一
於
テ
会
同
協
議
ノ
結
果
四
月
二
十
六
日
横

（
ロ
）
国
民
協
会
横
浜
特
別
支
部

浜
市
民
大
会
ノ
形
式
ヲ
以
テ
機
関
説
排
撃
演
説
会
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト
ニ

決
定
セ
リ

演
説
会
ヲ
開
催
シ
且
シ
岡
田
首
相
二
対
ス
ル
要
請
書
二
署
名
（
一
○
○

標
記
団
体
一
一
ア
リ
テ
ハ
美
濃
部
博
士
憲
法
学
説
排
撃
二
関
シ
ポ
ス
タ
ー

ヲ
配
布
シ
或
ハ
三
月
二
十
一
日
保
土
ケ
谷
大
弓
場
及
富
士
見
館
二
於
テ
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（
ハ
）
愛
国
政
治
同
盟
横
浜
支
部

標
記
団
体
ニ
ア
リ
テ
ハ
美
濃
部
博
士
憲
法
学
説
排
撃
二
関
シ
三
月
二
十

七
日
「
反
国
体
憲
法
論
排
撃
一
一
関
ス
ル
指
令
」
ヲ
作
成
支
部
員
二
配
布

セ

リ

（
’
二
明
倫
会
横
浜
支
部

標
記
団
体
一
一
ア
リ
テ
ハ
美
濃
部
博
士
憲
法
学
説
排
撃
二
関
シ
二
月
二
十

七
日
及
三
月
十
二
日
理
事
会
ヲ
開
催
シ
決
議
文
ヲ
作
成
貴
院
各
議
員
並

陸
海
軍
大
臣
二
提
出
ス
ル
ト
同
時
二
関
係
各
大
臣
及
貴
衆
両
院
議
長
及

各
政
党
幹
部
二
郵
送
シ
機
関
説
撲
滅
運
動
ノ
鞭
燵
ヲ
為
シ
タ
ル
カ
四
月

名
）
ヲ
求
メ
タ
ル
カ
該
署
名
運
動
ヲ
更
一
三
般
化
ス
ヘ
ク
同
月
二
十
八

日
市
内
伊
勢
佐
木
町
雪
沢
屋
前
及
花
咲
町
都
橋
際
二
於
テ
通
行
人
ヨ
リ

街
頭
署
名
（
一
、
一
○
○
名
）
ヲ
求
メ
タ
ル
カ
次
テ
翌
二
十
九
日
ハ
保

土
ケ
谷
天
王
町
及
神
奈
川
区
青
木
橋
際
二
於
テ
一
般
通
行
人
ヨ
リ
三
五

○
名
ノ
署
名
ヲ
得
タ
リ
而
シ
テ
本
団
体
二
於
テ
ハ
向
後
署
名
運
動
ヲ
郷

軍
及
青
年
団
等
二
展
開
ス
ヘ
ク
四
月
四
日
印
刷
物
ヲ
作
成
在
郷
軍
人
分

会
長
宛
郵
送
シ
タ
ル
カ
尚
書
記
長
鶴
島
三
郎
ハ
自
己
居
住
ノ
市
内
初
音

町
青
年
団
幹
部
二
対
シ
機
関
説
問
題
徹
底
化
ヲ
策
シ
四
月
十
日
同
町
子

ノ
神
々
社
二
於
テ
同
青
年
団
主
催
支
部
後
援
ノ
下
二
支
部
長
津
久
井
龍

雄
ノ
出
席
ヲ
求
メ
機
関
説
排
撃
演
説
会
ヲ
開
催
セ
リ

尚
前
記
街
頭
署
名
運
動
ハ
注
意
中
止
セ
シ
メ
タ
リ

（
卜
）
昭
和
神
聖
会
横
須
賀
支
部

標
記
団
体
｝
一
ア
リ
テ
ハ
機
関
説
排
撃
二
関
シ
三
月
二
十
七
日
横
須
賀
市

隣
保
会
館
二
於
テ
林
逸
郎
江
藤
源
九
郎
ヲ
招
聰
美
濃
部
達
吉
天
皇
機
関

（
へ
）
昭
和
神
聖
会
神
奈
川
地
方
本
部

標
記
団
体
一
一
ア
リ
テ
ハ
美
濃
部
博
士
憲
法
学
説
排
撃
運
動
ト
シ
テ
三
月

二
十
二
日
貸
席
幸
友
倶
楽
部
二
於
テ
本
部
ヨ
リ
特
派
員
細
田
東
洋
男
ノ

出
席
ヲ
受
ケ
座
談
会
ヲ
開
催
ス

（
ホ
）
政
党
改
称
連
盟
横
浜
支
部

標
記
団
体
｝
一
ア
リ
テ
ハ
美
濃
部
博
士
憲
法
学
説
排
撃
一
一
関
シ
三
月
十
九

日
緊
急
役
員
会
ヲ
開
催
シ
出
席
者
上
条
勝
外
十
二
名
一
一
シ
テ
協
議
ヲ
為

シ
タ
ル
カ
本
運
動
二
関
シ
テ
ハ
愛
国
団
体
懇
話
会
ノ
申
合
セ
｜
一
従
う
コ

ト
’
一
決
定
セ
ル
力
尚
且
独
自
ノ
立
場
ヨ
リ
果
敢
ナ
ル
活
動
ヲ
ナ
ス
ヘ
ク

申
合
セ
タ
ル
カ
同
二
十
七
日
ノ
役
員
会
二
於
テ
機
関
説
反
対
ノ
決
議
文

ヲ
作
成
シ
同
月
三
十
日
上
条
勝
外
十
名
ハ
首
相
文
相
陸
相
海
相
一
木
枢

府
議
長
美
濃
部
博
士
邸
ヲ
訪
問
シ
前
記
決
議
文
ヲ
手
交
セ
リ

六
日
神
奈
川
会
館
一
一
於
ケ
ル
支
部
発
会
式
ノ
席
上
緊
急
動
議
ト
シ
テ
機

関
説
撲
滅
ヲ
提
案
満
場
一
致
可
決
シ
支
部
大
会
ノ
名
義
ヲ
以
テ
決
議
文

ヲ
作
成
シ
各
支
部
員
並
会
員
二
送
付
ス
ル
コ
ト
、
シ
政
府
提
出
二
関
シ

テ
ハ
本
部
一
二
任
ス
ル
コ
ト
’
一
決
定
セ
リ
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こ
の
よ
う
に
三
月
に
入
る
と
神
奈
川
県
内
の
国
家
主
義
団
体
の
天
皇
機
関
説

（
チ
）
天
照
義
団

天
照
義
団
主
幹
山
下
幸
弘
田
上
実
次
ノ
両
名
ハ
機
関
説
排
撃
運
動
ト
シ

テ
三
月
二
十
一
日
東
京
美
濃
部
博
士
邸
ヲ
訪
問
シ
勧
告
書
ヲ
手
交
シ
タ

ル
カ
四
月
十
一
日
一
一
至
り

「
粉
砕
せ
よ
学
匪
美
濃
部
の
兇
逆
思
想
を
″
撃
て
／
・
美
濃
部
達
吉
及
其

乾
分
宮
沢
俊
義
を
″
磯
滅
せ
よ
″
美
濃
部
を
支
持
す
る
君
側
の
好

元
老
西
園
寺
公
望
重
臣
牧
野
伸
顕
一
木
喜
徳
郎
斉
藤
実
岡
田

啓

介

」

卜
題
ス
ル
不
穏
ビ
ラ
一
万
枚
ヲ
作
成
市
内
各
方
面
二
貼
撒
布
セ
ン
ト
ノ

企
図
ア
ル
一
方
盟
主
山
下
幸
弘
ハ
同
日
午
前
七
時
四
十
分
頃
該
ビ
ラ
数

千
枚
ヲ
携
帯
上
京
セ
リ
ト
ノ
情
報
二
接
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
本
県
特
高
課
一
一

於
テ
ハ
直
チ
ニ
所
轄
伊
勢
佐
木
警
察
署
員
ヲ
シ
テ
事
務
所
ヨ
リ
該
ビ
ラ

三
千
枚
ヲ
押
収
セ
シ
ム
ル
ト
共
二
上
京
途
次
ノ
山
下
幸
弘
ヲ
追
行
セ
シ

メ
遂
二
東
京
横
浜
電
鉄
伯
楽
駅
二
於
テ
山
下
ヲ
発
見
携
帯
ビ
ラ
全
部
ヲ

押
収
シ
之
レ
カ
貼
撒
布
ヲ
未
然
一
一
防
止
シ
タ
リ

尚
該
ビ
ラ
ハ
稟
申
ノ
結
果
差
押
処
分
二
附
セ
ラ
レ
タ
リ

説
批
判
演
説
会
ヲ
開
催
シ
タ
ル
カ
中
途
之
ヲ
市
民
大
会
一
一
変
更
シ
決
議

文
ヲ
作
成
首
相
陸
相
外
相
内
相
文
相
貴
衆
両
院
議
長
宛
郵
送
ス
ル
コ
ト

ニ
決
定
セ
リ

排
撃
運
動
が
活
発
化
し
、
そ
の
内
容
は
集
会
や
講
演
会
の
開
催
、
ビ
ラ
や
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
、
決
議
文
の
関
係
者
へ
の
送
付
あ
る
い
は
手
交
と
い
っ
た
合
法
的

な
活
動
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
運
動
初
期
段
階
に
お
け
る

活
動
内
容
の
特
徴
を
次
の
と
お
り
摘
出
で
き
よ
う
。

一
点
目
は
、
神
奈
川
の
国
家
主
義
団
体
の
連
合
体
で
あ
る
愛
国
団
体
懇
話
会

を
中
心
核
に
運
動
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
懇
話
会
の
申
し
合
せ
に
従

う
方
針
を
決
定
し
て
い
る
政
党
解
消
連
盟
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
な
ん
ら
か
の

統
一
行
動
方
針
が
あ
っ
た
も
の
と
思
え
る
が
、
共
同
歩
調
を
取
り
ず
ら
い
と
い

わ
れ
る
国
家
主
義
団
体
が
こ
の
よ
う
に
大
同
小
異
、
一
致
協
力
し
た
こ
と
が
こ

（

皿

）

の
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

二
点
目
は
、
運
動
が
大
衆
運
動
的
な
装
い
を
前
面
に
だ
し
て
行
な
わ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
市
民
大
会
方
式
は
当
時
多
く
見
ら
れ
る
が
、
市
民
大
会
の
決
議
す

な
わ
ち
市
民
の
支
持
を
実
行
す
る
と
い
う
大
義
名
分
は
、
国
家
主
義
者
に
と
っ

て
運
動
展
開
の
戦
術
的
に
も
都
合
の
よ
い
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
彼
ら

は
市
民
大
会
参
加
者
の
意
思
の
代
弁
人
と
し
て
振
舞
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ

え
総
理
大
臣
以
下
閣
僚
ら
に
決
議
文
を
手
交
す
る
名
義
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、

さ
ら
に
ビ
ラ
撒
き
や
ポ
ス
タ
ー
貼
り
に
く
ら
べ
る
と
こ
の
よ
う
な
大
衆
的
行
動

に
た
い
し
て
は
、
警
察
当
局
の
警
備
も
一
定
の
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
協
会
が
実
施
し
た
繁
華
街
な
ど
で
の
機
関
説

反
対
の
署
名
集
め
も
本
部
の
支
持
と
は
い
え
、
き
わ
め
て
大
衆
的
色
彩
を
お
び

（

卿

）

た
活
動
で
あ
っ
た
。

三
点
目
は
、
国
民
協
会
横
浜
特
別
支
部
の
活
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
従
来
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Ⅳ

天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
は
、
政
府
が
八
月
三
日
と
十
月
十
五
日
の
二
回
に
わ

た
っ
て
国
体
明
徴
声
明
を
発
表
し
た
こ
と
と
、
九
月
十
七
日
の
美
濃
部
達
吉
不

起
訴
処
分
と
貴
族
院
議
員
辞
職
に
よ
っ
て
天
皇
機
関
説
問
題
が
一
段
落
し
た
こ

と
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
鎮
静
化
し
た
の
で
あ
り
、
神
奈
川
に
お
け
る
運
動
も
同
様

の
方
向
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
運
動
が
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
自
由
主

義
的
言
論
の
抑
圧
や
軍
国
主
義
的
な
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
言

論
統
制
で
は
、
八
月
十
二
日
に
横
浜
税
関
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
の
雑
誌
を
不

（

凶

）

敬
雑
誌
と
し
て
差
し
押
え
た
り
、
翌
昭
和
十
一
年
五
月
十
五
日
に
不
穏
文
書
臨

時
取
締
法
が
公
布
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
思
想
教
化
の
点
で
は
、
十
月
十
七
日

に
県
会
議
事
堂
に
お
い
て
神
奈
川
県
教
化
団
体
連
合
発
会
式
が
斉
藤
実
前
首
相

（

肥

）

ら
の
参
列
を
え
て
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
に
重
要

な
役
割
を
果
し
た
在
郷
軍
人
会
が
昭
和
十
一
年
九
月
二
十
五
日
の
帝
国
在
郷
軍

人
会
法
に
よ
っ
て
公
認
組
織
化
さ
れ
、
こ
れ
に
応
じ
て
横
浜
の
在
郷
軍
人
横
浜

（

焔

）

連
合
会
が
組
織
統
一
し
て
お
り
、
さ
ら
に
横
浜
市
内
で
国
防
婦
人
会
が
続
々
と

結
成
さ
れ
た
り
、
県
内
の
右
翼
諸
派
の
統
一
組
織
化
の
気
運
が
た
か
ま
る
な
ど

（

Ⅳ

）

の
動
き
が
昭
和
十
一
年
末
ま
で
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

民
衆
の
動
向
に
つ
い
て
は
め
だ
っ
た
事
件
も
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、

思
想
問
題
で
目
立
っ
た
活
動
を
見
せ
な
か
っ
た
青
年
団
や
在
郷
軍
人
会
に
対
し

て
国
家
主
義
団
体
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
が
展
開
し
て
い
る
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
三
月
二
十
六
日

か
ら
五
月
二
十
四
日
に
か
け
て
山
下
公
園
を
中
心
に
し
て
復
興
記
念
横
浜
大
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
約
三
百
万
人
の
入
場
者
を
数
え
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

多
く
の
市
民
は
横
浜
の
復
興
を
祝
う
た
め
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
会
場
内

に
は
軍
事
思
想
の
普
及
啓
発
と
国
防
観
念
の
助
長
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
理
由

（

肥

）

で
陸
軍
国
防
館
と
海
軍
国
防
館
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
来
館
者
は
い
や
が
お
う

で
も
戦
時
体
制
に
向
う
社
会
の
現
状
を
知
る
の
で
あ
っ
た
。

表①
上
部
団
体
の
あ
る
支
部

国
民
協
会

赤
化
防
止
団
総
本
部

維
新
青
年
隊

愛
国
政
治
同
盟

新
日
本
国
民
同
盟

立
憲
皇
道
会

団

体

名

神
奈
川
県
支
部

横
浜
特
別
支
部

横
浜
支
隊

川
崎
支
隊

横
浜
支
部

川
崎
支
部

横
浜
中
小
商
工
連
盟

横
浜
支
部
（
準
）

川
崎
支
部
（
準
）

横
浜
支
部
（
準
）

支

部

名

構

成

員

3
2 1 0
0IO

４
４
５

４
９
５

３
５

３
０

，
〕
ハ
Ｕ

３
０

ワ
ー
ｎ
Ｕ

５
０
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大
日
本
正
義
関
東
本
部
一
第
一
支
部

関
東
国
粋
会
本
部

立
憲
養
成
会

大
日
本
国
防
婦
人
会

政
党
解
消
連
盟

明
倫
会

明
治
会

横
浜
支
部

川
崎
支
部

茅
ケ
崎
支
部

横
須
賀
支
部

横
浜
支
部

郵
船
支
部

横
浜
支
部

横
浜
支
部

上
溝
町
分
会

湘
南
村
分
会

横
須
賀
支
部

川
崎
支
部

畠
山
支
部

伊
勢
原
支
部

稲
田
支
部

横
浜
支
部

横
須
賀
支
部
（
準
）

横
浜
支
部

湘
南
支
部
（
準
）

玉
川
支
部
（
準
）

２
４
０
０

３

９

１

１

２

２

９

８

０

５

０

０

４

５

１

８

０

１
５
０
０

２
６
０

６
８
０

１
８
０

ｌ
Ｏ
Ｏ

３
２
０

１
９
５

３
０

２
０

1

0
４
０

昭
和
青
年
会

昭
和
坤
生
会

大
日
本
愛
国
義
団

~昭和
神
聖
会

無
名
士
倶
楽
部

神
道
天
行
居

清
和
会

国
本
社

愛
国
社

国
柱
会

恵
和
会

大
日
本
教
化
会

横
浜
支
部

横
須
賀
支
部

足
柄
支
部

横
浜
支
部

横
須
賀
支
部

足
柄
支
部

横
浜
支
部

~神奈
川
地
方
本
部

横
浜
支
部
（
準
）

横
須
賀
支
部
（
準
）

小
田
原
支
部

横
浜
支
部
（
準
）

愛
国
社
村
塾

横
浜
支
部

川
崎
支
部

横
浜
支
部

川
崎
支
部

神
奈
川
県
支
部

第
十
二
支
部

鶴
見
支
部

第
四
支
部

7

3
0 2

３
０
０

８
０

４
５

８
０

３
０

３
０

３
０

イ
ー
且
向
〃
‐

1

0 ;| ；
４
今
Ｐ
ｂ

４
０

３
５

５
０1
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②
単
独
団
体

横
浜
市
民
同
盟

皇
道
力
侠
会

皇
民
倶
楽
部

立
正
君
国
報
恩
会

民
衆
弁
論
会

励
仁
会

大
日
本
国
粋
普
及
連
盟

全
横
浜
青
年
雄
弁
会

実
業
交
義
会

皇
道
会

皇
道
宣
布
会

皇
道
会

大
日
本
国
家
社
会
党

大
日
本
鎮
撫
会

躬
行
会

皇
国
精
神
普
及
会

団

体

名

横
浜
支
部

横
浜
支
部

横
浜
支
部
（
準
）

横
浜
支
部
（
準
）

厚
木
支
部
（
準
）

横
須
賀
支
部

鶴
見
支
部

構

成

員

１
５
０
０

３
０
０
０

１
４
５

１
１
０

３
０

６
０

1

0

１
０

６
０

４
０

ワ
ー
ｎ
Ｕ

ワ
Ｉ
Ｒ
Ｕ

４
０

1

0 8

③
連
合
体

注
こ
の
表
は
昭
和
十
年
四
月
十
五
日
現
在
の
勢
力

「
特
別
高
等
課
主
管
事
務
概
況
」
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
恥
祁
か

ら
作
成
し
た
。

横
浜
国
維
青
年
団

橘
樹
国
防
研
究
会

京
浜
教
育
総
和
協
会

勤
皇
会
（
準
）

精
神
国
防
研
究
会
（
準
）

京
浜
十
六
騎
会

天
照
義
団

八
・
九
会
（
準
）

日
本
国
粋
社
会
党
（
準
）

日
本
精
神
宣
揚
団
（
準
）

１
１
４
殼
句
Ｉ

１
Ｌ
Ｒ
Ｕ
Ｆ
Ｏ

１
２
０

５
０

句
Ｊ
‐
戸
【
』
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横
浜
愛
国
団
体
懇
親
会

愛
国
政
治
同
盟
横
浜
支
部

明
倫
会
横
浜
支
部

国
民
協
会
横
浜
支
部

政
党
解
消
連
盟
支
部

団

体

名



［
注
］

（
１
）
玉
沢
光
三
郎
著
『
所
謂
「
天
皇
機
関
説
」
を
契
機
と
す
る
国
体
明
徴
運
動
』

（
司
法
省
刑
事
局
、
昭
和
十
五
年
一
月
、
「
思
想
研
究
資
料
」
特
輯
第
七
十
二
号
）

七
六
頁
。
本
稿
で
は
社
会
問
題
資
料
叢
書
の
第
一
輯
（
東
洋
文
化
社
、
一
九
七
五
年

一
月
）
と
し
て
覆
刻
さ
れ
た
本
を
使
用
し
た
。

以
下
、
「
玉
沢
本
」
と
略
記
す
る
。

（
２
）
天
皇
機
関
説
問
題
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
「
玉
沢
本
」
の
ほ
か
に
、
松
本

清
張
『
昭
和
史
発
掘
』
六
（
一
九
六
八
年
、
文
芸
春
秋
社
）
、
宮
沢
俊
義
『
天
皇
機

関
説
事
件
ｌ
史
料
は
語
る
』
上
下
（
一
九
七
○
年
五
月
、
有
斐
閣
）
、
滝
口
剛

「
岡
田
内
閣
と
国
体
明
徴
声
明
ｌ
軍
部
と
の
関
係
を
中
心
に
」
（
『
阪
大
法
学
』
第

四
○
巻
第
一
号
、
一
九
九
○
年
八
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
３
）
『
国
史
大
辞
典
』
の
家
永
三
郎
執
筆
の
「
天
皇
機
関
説
問
題
」
を
参
照
。

（
４
）
昭
和
十
年
一
月
に
国
体
擁
護
連
合
会
の
刊
行
に
か
か
る
蓑
田
胸
喜
起
草
「
美
濃

部
達
吉
博
士
、
末
広
厳
太
郎
博
士
の
国
憲
素
乱
思
想
に
就
い
て
」
（
前
掲
「
玉
沢
本
」

九

五

頁

）

。

（
５
）
こ
の
史
料
の
概
況
と
目
録
に
つ
い
て
は
、
『
郷
士
神
奈
川
』
第
十
六
号
（
神
奈

川
県
立
文
化
資
料
館
発
行
、
昭
和
六
十
年
三
月
）
所
収
の
、
今
井
清
一
「
二
・
二
六

事
件
前
後
の
神
奈
川
県
特
高
文
書
」
、
石
原
一
則
「
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
に

つ
い
て
」
を
参
照
。

（
６
）
荻
野
富
士
夫
『
増
補
特
高
警
察
体
制
史
ｌ
社
会
運
動
抑
圧
取
締
の
構
造
と
実

態
』
（
一
九
八
八
年
二
月
、
せ
き
た
書
房
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
当
時
に
各
県
特
高

に
指
示
を
与
え
て
い
た
内
務
省
警
保
局
で
は
、
天
皇
機
関
説
排
撃
運
動
に
対
し
て
そ

れ
ら
が
不
敬
的
な
表
現
や
不
法
行
動
の
扇
動
に
な
ら
な
い
限
り
、
演
説
会
や
ビ
ラ
の

配
布
を
放
任
す
る
方
針
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
７
）
「
特
別
高
等
課
主
管
事
務
概
況
」
（
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
血
稲
）

（
８
）
前
掲
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
恥
花

（
９
）
前
掲
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
脆
祀

（
卿
）
前
掲
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
血
布

引
用
史
料
中
の
傍
線
は
原
文
通
り
。
以
下
同
じ
。

（
Ⅱ
）
前
掲
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
血
だ

（
岨
）
東
京
で
は
、
昭
和
十
年
三
月
八
日
に
各
国
家
主
義
本
部
団
体
の
参
加
に
よ
り

「
機
関
説
撲
滅
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
同
月
十
九
日
に
は
機
関
説
撲
滅
有
志
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
（
「
玉
沢
本
」
二
八
～
二
九
頁
）
。
ま
た
、
昭
和
十
年
四
月

頃
に
は
、
国
民
協
会
、
明
倫
会
、
政
党
解
消
連
盟
は
選
挙
協
力
を
約
し
、
総
選
挙
に

は
国
民
協
会
の
候
補
者
、
県
議
会
選
挙
に
は
明
倫
会
の
候
補
者
、
横
浜
市
議
会
選
挙

に
は
政
党
解
消
連
盟
と
明
倫
会
の
候
補
者
を
そ
れ
ぞ
れ
応
援
す
る
こ
と
に
決
し
た

（
「
右
翼
団
体
ノ
動
静
二
関
ス
ル
件
」
『
神
奈
川
県
特
高
関
係
史
料
』
脆
弱
）
と
い
わ

れ
、
天
皇
機
関
説
事
件
を
契
機
に
国
家
主
義
団
体
の
協
力
協
同
体
勢
が
で
き
つ
つ
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

（
喝
）
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
は
、
三
月
十
六
日
に
国
民
協
会
の
本
部
か
ら
の
「
美
濃
部

思
想
絶
滅
要
請
請
願
運
動
に
関
す
る
指
令
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
明
倫
会
も

同
様
に
署
名
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
「
玉
沢
本
」
一
二
五
頁
、
一
六

二
頁
）
。
ま
た
、
国
民
協
会
な
ど
の
演
説
会
の
よ
う
す
を
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「

天

皇

機

関

説

反

対

演

説

会

今
議
会
で
問
題
に
な
っ
て
ゐ
る
『
天
皇
機
関
説
』
に
対
し
右
翼
団
体
の
異
常
な

関
心
は
、
遂
に
天
皇
機
関
説
撲
滅
の
峰
火
と
な
っ
て
全
国
各
地
に
挙
げ
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
そ
の
地
方
で
の
皮
切
り
と
し
て
国
民
協
会
横
浜
支
部
が
明
二
十
一
日

午
後
六
時
か
ら
保
土
ケ
谷
大
弓
場
及
び
中
区
富
士
見
町
富
士
見
館
の
二
ヶ
所
で

演
説
会
を
開
催
、
本
部
か
ら
津
久
井
龍
雄
、
赤
松
克
麿
、
倉
田
百
三
の
諸
氏
が
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さ
れ
、
翌
十
二
月
五
日
に
は
右
翼
陣
営
強
化
協

館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
（
『
横
浜
貿
易
新
報
』
）
。

（
肥
）
『
復
興
記
念
横
浜
大
博
覧
会
誌
』
昭
和
十
一

（
喝
）
『
横
浜
貿
易
新
報
』
昭
和
十
年
十
月
十
八
日

（
略
）
『
横
浜
貿
易
新
報
』
昭
和
十
二
年
四
月
二
日

（
Ⅳ
）
昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
新
党
組
織
準
備
会
が
富
士
見
館
で
開
催

さ
れ
、
翌
十
二
月
五
日
に
は
右
翼
陣
営
強
化
協
議
会
が
中
区
富
士
見
町
の
富
士
見
会

（
Ｍ
）
『
読
売
新
聞
』
昭
和
十
年
八
月
十
三
日

弓

美
濃
部
達
吉
博
士
の
投
じ
た
『
天
皇
機
関
説
』
排
撃
の
た
め
昭
和
神
聖
会
横
須

賀
支
部
で
は
来
る
二
十
七
日
午
後
六
時
か
ら
隣
保
会
館
に
演
説
会
を
開
く
こ
と

に
な
っ
た
当
日
本
部
よ
り
江
藤
代
議
士
、
林
弁
護
士
等
ら
が
来
場
す
る
。
」

来
援
熱
弁
を
揮
ふ
筈
で
あ
る
。
尚
、
国
盟
の
鈴
木
長
之
市
議
も
同
夜
中
区
戸
部

町
四
の
一
四
二
の
自
宅
で
天
皇
機
関
説
に
対
す
る
座
談
会
を
開
催
す
る
。
」

（

昭

和

十

年

三

月

二

十

日

第

二

市

内

版

）

（
昭
和
十
年
三
月
二
十
日

（
昭
和
十
年
三
月
二
十
五
日
）

天
皇
機
関
説
排
撃
の
演
説
会

年
十
月
、
一
八
五
～
一
九
○
頁
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